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2022 年度 技術交流助成 成果報告（日本招聘） 

 

 

新渡戸文化短期大学 臨床検査学科 

氏名  宮地 勇人 

 

会議等名称 第１７回アジア臨床病理・臨床検査医学会 

開 催 地 神戸市 

時 期 2022年10月7日（金）～2022年10月9日(日) 

 

 

1) はじめに（招聘の概要） 

 第１７回アジア臨床病理・臨床検査医学会議（Asian Society of Clinical Pathology 

and Laboratory Medicine：ASCPaLM）（大会長 宮地 勇人、事務局長 浅井さとみ 東

海大学医学部）では、総合テーマとして、「SDGs （Sustainable Development Goals）

持続可能な開発目標」への臨床検査の貢献を目指した。シンポジウムとして、I「SDGs

における臨床検査のインパクト」と II「次なるパンデミックの備え」の 2 つを企画し

た。本講演者はシンポジウム I「SDGs における臨床検査のインパクト」のシンポジスト

として、韓国臨床検査医学会からの推薦に基づき招聘した。 

 

2) 被招聘者の紹介 

 Woochang Lee 博士は、韓国臨床検査医学会（KSLM）総務担当責任者で、Ulsan 大学医

学部 Asan 医療センターの臨床検査医学部門で臨床化学とがん遺伝学を担当している。

臨床と研究における主な活動は、臨床化学およびがん遺伝学における高品質の臨床検

査の提供と臨床検査の実践のための最先端技術の応用である。 

経歴として、Ulsan 大学医学部・Asan 医療センター実験医学科臨床助教（2008 年 3 月

〜2013 年 2 月）、Ulsan 大学医学部・Asan 医療センター臨床検査医学准教授（2013 年 3

月〜2019 年 2 月）、ノースカロライナ大学 Chapel Hill 校客員研究員（2015 年 8 月か

ら 2016 年 8 月）、Ulsan 大学医学部・Asan 医療センター臨床検査科教授（2019 年 3 月

〜現在） 
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3) 会議または集会の概要 

 ASCPaLM は、臨床検査学（臨床病理学）を主たる活動とする地域社会のための非営利

組織である。ASCPaLM 会議は、アジア各国での活動、経験と知識について情報交換し、

臨床検査の良質な実践を通して、地域内外の健康と医療・福祉に貢献することを目的と

している。第１７回 ASCPaLM 会議では、総合テーマとして、「SDGs （Sustainable 

Development Goals）持続可能な開発目標」への臨床検査の貢献を目指した。大きな特

徴の 1 つは、我が国の臨床検査の新たな技術展開における本格的な国際標準化に向け

た企画である。臨床検査の学術推進と発展においては、アジアをはじめとしたグローバ

ルな展開が求められる。大会では、臨床検査医学分野における臨床・研究に従事する医

師及び研究者が一同に会して、特別講演、シンポジウム、ポスター発表を通して討議を

行い、研究成果を臨床に展開し、技術の進歩に呼応した良質の医療に寄与することを目

的とした。 

 

4) 会議の研究テーマとその討論内容 

 本講演者はシンポジウム I「SDGs における臨床検査のインパクト」の講演者として、

「Cancer Genomics: Trend or Reality?（がんゲノミクスは流行か現実か？）」のタイ

トルにて講演頂いた。 その概要は以下のごとくである。がんゲノミクスは、近年最も

急速に発展している医学分野のひとつであり、精密医療（Precision Medicine）の表現

で医学の発展をリードする分野と考えられている。実際、がんゲノミクスの目覚ましい

成果は、患者の治療方法に大きな変化をもたらしたと考えられる。しかしながら、基礎

研究の成果と実際の患者ケアへの応用との間にはギャップがあり、臨床検査を行う検

査室の観点から、より現実的な考察が必要である。これまでのがんゲノミクスの発展を

総括し、研究室で遭遇する可能性のある実際的な留意事項に関する取り組みについて

紹介され、また、今後の展開の方向性について議論した。 

 Woochang Lee 博士の臨床と研究における主な活動は、臨床化学およびがん遺伝学に

おける高品質の臨床検査の提供と臨床検査の実践のための最先端技術の応用である。

我が国のがんゲノミクスは、精密医療の発展をリードする分野として患者の個別化治

療方針に大きな変化をもたらした。 しかしながら、現状課題として検査医学的な観点

では、検体の品質不良による検査不成功や解析プロセスやインフォマティクスプロセ

スでのアレルドロップアウトに代表される病的バリアント検出不成功、検査データ解

釈と報告書の情報不足など、研究成果と実際の患者ケアへの応用との間にはギャップ

がある。検査を行う検査室の観点から、より現実的な考察が必要である。 

 がんゲノミクスの臨床応用は目覚ましく進んでいるが、安定した臨床応用にはいく

つかの課題がある。検査室のリーダーは、遺伝子検査のセットアップ、検体の取り扱い、

実験的および分析的側面を含むいくつかの側面を十分に認識している必要があり、タ

スクを実行するための人員の雇用やトレーニングなどの問題を解決する必要がある。
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また、開発動向に追いつくためには、情報を継続的に更新する必要がある。これらの取

り組みを通じて、がんゲノミクスは患者ケアの一部として実質的な発展を遂げること

ができる。 

 

5) 招聘した成果 

 我が国の医工計測技術として、遺伝子バリアントを計測する技術が研究開発段階か

ら検査診断として実用化が進んでいる。次世代シークエンサーを用いて、がんの治療薬

の標的となる多数の遺伝子バリアントを網羅的に計測する「がん遺伝子パネル検査」が

2019 年に薬事承認の上で、保険収載された。一方、基礎研究の成果と実際の患者ケア

への応用との間にはギャップがある。これまでのがんゲノミクスの発展を総括し、研究

室で遭遇する可能性のある実際的な留意事項に関する取り組みについて、また、課題と

今後の展開の方向性について議論できた。 

 今回の招聘による技術交流により、我が国における遺伝子バリアントを計測する技

術の利用展開における上記の課題について、韓国での経験を共有することで、研究開発

段階から検査診断として実用化を促進する上で、重要な参考情報となった。 

 

6) その他 

 持続可能な開発目標（SDGs）の目標３は、「すべての人に健康と福祉」である。医工

計測技術による生体計測（臨床検査）の結果において、人の疾病管理と健康管理に広く

貢献するには、生体計測（臨床検査）の結果と検査サービスにおける客観性と信頼性を

高めることが不可欠である。そのためには、計測技術の進歩に呼応した検査医学的観点

での品質実践、国際的な標準化と品質保証の活動として、国際標準規格における品質要

求事項、法的要求事項などスタンダードへの遵守に関する第三者評価への取り組みが

必要である。第１７回 ASCPaLM 会議は、それらの活動成果について、アジア諸国と情報

共有する絶好の機会となった。 
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時 期 2022年10月7日（金）～2022年10月9日(日) 

 

 

1) はじめに（招聘の概要） 

 第１７回アジア臨床病理・臨床検査医学会議（Asian Society of Clinical Pathology 

and Laboratory Medicine：ASCPaLM）（大会長 宮地 勇人、事務局長 浅井さとみ 東

海大学医学部）では、総合テーマとして、「SDGs（Sustainable Development Goals）持

続可能な開発目標」への臨床検査の貢献を目指した。2つのシンポジウム「SDGs におけ

る臨床検査のインパクト」と「次なるパンデミックの備え」を企画した。本講演者はシ

ンポジウム I「SDGs における臨床検査のインパクト」のシンポジストとして、インドネ

シア臨床検査医学会からの推薦に基づき招聘した。 

 

2) 被招聘者の紹介 

 Teguh Triyono 博士は、現在ガジャマダ Gadjah Mada 大学医学部/ Dr Sardjito 病

院の臨床病理部門に所属し、臨床検査学の分野で活躍中である。現在までの経歴は以下

のごとく。Teguh Triyono 博士は、インドネシアのジョグジャカルタにあるガジャマダ

大学の博士課程を卒業。彼は、医学部のガジャ・マダ大学で講師を務め、サルジト病院

輸血サービスの責任者として 15 年以上にわたり、多くの論文を発表している。近年、

インドネシア保健省にて、輸血委員会の委員長、患者安全のための全国委員会メンバー

を務めている。さらに、WHO の血液調整-利用-安全性に関する諮問グループメンバーと

して活動している。主な研究は、輸血、患者の安全、および検査室管理の分野である。 

 

3) 会議または集会の概要 

 ASCPaLM は、臨床検査学（臨床病理学）を主たる活動とする地域社会のための非営利

組織である。ASCPaLM 会議は、アジア各国での活動、経験と知識について情報交換し、
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臨床検査の良質な実践を通して、地域内外の健康と医療・福祉に貢献することを目的と

している。第１７回 ASCPaLM 会議では、総合テーマとして、「SDGs （Sustainable 

Development Goals）持続可能な開発目標」への臨床検査の貢献を目指した。大きな特

徴の 1 つは、我が国の臨床検査の新たな技術展開における本格的な国際化標準化に向

けた企画である。臨床検査の学術推進と発展においては、アジアをはじめとしたグロー

バルな展開が求められる。大会では、臨床検査医学分野における臨床・研究に従事する

医師及び研究者が一同に会して、特別講演、シンポジウム、ポスター発表を通して討議

を行い、研究成果を臨床に展開し、技術の進歩に呼応した良質の医療に寄与することを

目的とした。 

 

4) 会議の研究テーマとその討論内容 

 シンポジウム I「SDGs における臨床検査のインパクト」の講演者として、「Laboratory 

Initiative Towards SDG’s in Indonesia インドネシア国に於ける SDGs に向けた臨床

検査イニシアチブ」のタイトルにて講演した。その概要は以下のごとくである。COVID 

-19のパンデミック流行は、すでに 3年経過している。初めて全世界でのヒトの移動が

困難となり、すべての主要な活動が止まり、インドネシア国では検疫、検査など、歴史

的な記録を作った。そこで、病院と臨床検査室において、医工計測技術の進歩の恩恵が

見られた。人々の行動が制限されるとともに、医工計測技術に基づくサイバー世界の発

展は全く新しい時代の到来を告げ、デジタル化は臨床検査の業界にも進出している。医

工計測技術の分野、特にデジタル技術では、これまでに達成した数々の成功がインドネ

シア国における技術進歩にもつながっている。今後、どのようにしてテクノロジーにつ

いていくかを議論した。 

 

5) 招聘した成果 

 被招聘者はシンポジウム I「SDGs における臨床検査のインパクト」における講演者で

ある。医工計測技術に基づくサイバー世界の発展、デジタル化による臨床検査の業界の

恩恵について、インドネシア国と日本の研究者の間で情報共有し、意見交換した。 

インドネシア国では、パンデミック状況において、行動制限の結果、デジタル検査が促

進された。すなわち、IoT、AI、ビッグデータ、遠隔医療、遠隔病理診断などである。 

保健省プログラム(例: 優先プログラム: 脳卒中、腫瘍学、心臓病学、腎臓病フェロー

シップ プログラム、ATM=エイズ、結核、マラリア、グリーン ホスピタル、認定) を完

全にサポートするとともに、ガイドライン/推奨事項/書籍の作成、要員力量確保のため

のウェビナー、ワークショップ、セミナーの開催、外部精度管理調査の参加と準備、他

の専門組織と協力、LOINC (検査項目コード) の実装サポートを実施した。 

 インドネシアの国土は日本以上に多くの離れた島々から構成されており、島と島の

間での遠隔医療ネットワーク、輸血検査に基づく遠隔医療モデルを確立し、 WHO の諮
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問グループ活動において、これらの知見を国際展開している。インドネシアでは、新型

コロナウイルス流行において、治療物資や施設が限られていることも事実で、インドネ

シア政府は、その解決策として、通信技術を利用して必要な患者に医療を提供する遠隔

医療に目を向けている。インドネシア保健省は現在、民間の遠隔医療スタートアップ企

業のサービスを採用している。新型コロナウイルス流行において I T化、デジタル化を

必要としたインドネシアさらには国際展開での経験を共有することで、我が国におけ

る医療に必要な生体計測技術について、適正な利用を推進し、安全な医療を促進する上

で、重要な参考情報となった。今回の招聘による技術交流により、我が国の医工計測技

術によるデジタル化ラボ（遠隔医療、自動化、AI化）の研究開発から社会実装、海外と

の連携に効果が期待される。 

 

6) その他 

 持続可能な開発目標（SDGs）の目標３は、「すべての人に健康と福祉」である。医工

計測技術による生体計測（臨床検査）の結果において、人の疾病管理と健康管理に広く

貢献するには、生体計測（臨床検査）の結果と検査サービスにおける客観性と信頼性を

高めることが不可欠である。そのためには、計測技術の進歩に呼応した検査医学的観点

での品質実践、国際的な標準化と品質保証の活動として、国際標準規格における品質要

求事項、法的要求事項などスタンダードへの遵守に関する第三者評価への取り組みが

必要である。第１７回 ASCPaLM 会議は、それらの活動成果について、アジア諸国と情報

共有する絶好の機会となった。 
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